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動き

前月比
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+58 

の

6月1日現在

人口計 67，886

男 32，6 6 4 
女 35，222

世帯数 19，9 8 2 
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毎月 1日.15日発行

昌
吉
古
河
川
日
市申
品
邑

印刷所/康真堂印刷

水
銀
柱
の
温
度
は
初
度
を
さ
し
て
い
た
本
格
的
な
夏
の
薯
あ
け
で
す

若
者
は
暑
さ
に
負
け
ず
力
い
っ
ぱ
い
夏
に
向
か
っ
て
行
っ
た

や
が
て
夏
休
み
規
則
正
し
い
生
活
で
楽
し
い
夏
休
み
に
し
て
下

さ
い

(
7
月
7
日
陸
上
競
技
場
)
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夏の風物詩

3ずおz，l，.

一誰でも応募できます-

夏越しまつりフォトコンテスト

〈主な催しもの〉

宵祭り 7月31目(目)
旧大村藩相撲大会 (大村神社〉

花火大会 (観光協会主催〉

*祭り 8月1目(周)， 2自決)
おおむら音頭コンテス卜、ゆかた美人

コンテスト、夏越玉替、もちつき、
子供だいこ、お下り、お上り 、神事、

夜庖、ハワイアンショー
そのほか楽しい催しものがいっぱい.ゲ

圏
附
凌
睡
厨
住
関
関
瞳
働

多
発
す
る
死
亡
事
故
に
ス
ト
ッ
プ
を

嗣
同
間
四
川
悶
悶
悶
闘し

判例川智也

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
!

交
通
安
全
の
第

一
歩
は

マ
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り

マ
人
間
的
マ
ナ
l

マ
ル
l
ル
を
守
る

マ
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転

に
心
が
け
る
こ
と
で
す
。
事
故
は

技
術
で
カ
バ
ー
で
き
ま
せ
ん
。
ド

ラ
イ
バ

ー
の
自
覚
こ
そ
、
事
故
を

防
ぐ
最
も
大
切
な
基
本
で
す
。

運
転
す
る
時
の
心
得
|

マ
交
差
点
で
の
一
時
停
止
を
確
実

マ
体
調
を
整
え
て
居
眠
り
防
止

マ
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
時
は
、
必

ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
あ
ご

ひ
も
を
し
っ
か
り
と

マ
信
号
を
過
信
せ
ず
、
自
分
の
目

で
安
全
を

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
こ
の

県
民
運
動
を
機
会
に
、
も
う
一

度

原
点
に
返
っ
て
安
全
運
転
に
努
め

ま
し
ょ
、
っ
。

夏越しまつりに関するちの
力ラープリント・白黒プリン トとも
四切りのみ
制限なし
8月3日体.)"-'30日伏)
夏越まつり実行委員会
(青年会議所内 宮②6391)
惚気な~慾応惜怯え 去 出羽味芯泡立溶時間なおよ

最
近
、
県
央
地
区
で
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す。

大
村
市
に
お
い
て
も
、
6
月
末

現
在
で
死
者
が
昨
年
に
比
べ
2
人

増
加
し
て
い
ま
す
。
い
た
ま
し
い

犠
性
者
は
l
人
で
も
だ
さ
な
い
よ

う一

人
ひ
と
り
が
安
全
に
心
が
け

市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う

作品内容

サイ ズ

点数
受付
応募先

“ゆかた美人コンテスト"
参加者募集
時 8月1日(月)
午後6時15分より
所 メインステージ

格だれでも参加でき

ます

申込方法申込書で事務局へ

(申込書は事務局

にあります。電話

でち申

申込先夏越しまつり実行

※
下
水
道

伸
ば
し
て
広
が
る

心
の
和

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
'お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
)
f.........._..一一..一一・一一一-一一...._........日+・・一..............

ら 市民相談コーナー (広報公聴課)ですべて無料で行っています。お気軽にご相談下さい。
-E 一 人権相談 (4日 10: ∞~15 : 00) 

ζ ，田空、 行政相談 ( ll 日 9 ・ 30~12 : 00) 
は R雪Uヲ 登記相談 ( 12 日 9 ・ 30~ 12 : 00) 
例 足Ed¥ 法律相談 ( 17 日 10 ∞~15 : 00) 
理 総面、¥ 交通事故相談 (23日 10: 00~15 : 00) 
以 一一じ?'"""-t:ζ ノー一一 厚生・国民年金相談 (24日 10: 00~ 15 ・ 00 )p v-J  不動産相談 伽 13い∞)
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りおおむ市政だより(3) 

※
行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は

「
行
政
苦
情
1
1
0
番」

五
つ
の
H

ケ
ジ
メ
U

夏
休
み
に
、
海
や
山
へ
飛
び
出
す
子
供
た
ち
の

顔
は
、
ど
れ
も
生
き
生
き
と
輝
い
て
見
え
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
子
供
た
ち
が
非
行
に
走

り
や
す
い
の
も
こ
の
季
節
。
非
行
に
走
る
か
走

ら
な
い
か
は
、
憂
休
み
の
家
庭
生
活
を
ど
う
過

ご
し
た
か
に
よ
っ
て
、
大
き
く
亦
伝
わ
っ
て
く
る

ょ
う
で
す
。
こ
こ
で
は
、
欲
望
や
誘
惑
に
負
け

な
い
強
い
子
供
に
す
る
た
め
に
|
|
親
子
で
心

掛
け
た
い
夏
休
み
の
過
ご
し
方
を
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
ま
す
。

-

〈

時

間

〉

約
束
し
た
時
闘
を

守
ら
せ
ま
し
ょ
う P¥ 

(
合
長
崎
⑬

1
1
0
0

長
崎
行
政
監
察
局
)

8

8

金
〉

計
画
的
芯
使
い
方
を

身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

夏
休
み
に
な
る
と
、
子
供
は
外

へ
遊
び
に
行
く
機
会
が
増
え
、
お

金
を
使
う
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

無
駄
遣
い
の
習
慣
が
身
に
つ
か
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

4
〈友
達
づ
き
あ
い
〉

「ノ
|
L
と
言
え
る

強
さ
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う

子
供
に
は
、
イ
ヤ
な
こ
と
や
悪

い
こ
と
に
ハ
ツ
キ
リ
グ
ノ

l
o
と

言
え
る
強
さ
を
持
た
せ
た
い
も
の

で
す
。
悪
い
こ
と
を
許
し
合
っ
た

り
、
い
つ
で
も
行
動
を
共
に
す
る

こ
と
が
本
当
の
友
達
づ
き
あ
い
で

な
い
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

5
〈
健
康
・
安
全
〉

健
康
の
あ
り
が
た
さ
を

理
解
さ
せ
ま
し
ょ
う

喫
煙
、
飲
酒
、

シ
ン
ナ
ー
遊
び

な
ど
は
、
青
少
年
の
健
康
な
心
身

を
確
実
に
む
し
ば
み
ま
す
。
子
供

に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
の
大
切

さ
を
話
し
て
聞
か
せ
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
に
興
味
を
持
た
せ
た
い
も
の

一

で
す
。

4g?匂金
経嘗移譲を受けた人

世代を結ぶ

このような人は
安心して加入できます

必ず加入しましょう
-国の制度に基づく年金です

.高率の国庫補助かありすす

早く加入するほど有利です

-受取額が大きく違います

-後継者には割引制度があります

一
第

2
土

曜

日

一

一
位
盆
取
扱
い
を
停
止
し
ま
す
一

-

8
月
か
ら
毎
月
ー
一

一

銀
行
法
の
改
正
に
よ
り
、
8

料
な
ど
は
納
め
る
こ
と
が
で
き

一

一
月
か
ら
す
べ
て
の
銀
行
や
郵
便
な
く
な
り
ま
す
。

-

一
局
、
農
協
の
金
融
部
門
で
は
、

ま
た
、
市
の
公
金
支
払
事
務

一

一
毎
月
第
2
土
曜
日
が
休
業
と
な
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
ご

一

一
り
ま
す
。

注
意
下
さ
い
。

一

こ
れ
に
伴
い
、
税
金
や
保
険

一

ー、
1
1
、L

朝
寝
、
夜
ふ
か
し
、
テ
レ
ビ
を

見
る
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
、
休

み
に
入
っ
た
安
心
感
か
ら
子
供
は

時
間
の
ケ
ジ
メ
を
忘
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
は
、
遊

び
に
行
っ
て
も
帰
宅
が
遅
れ
が
ち

で
す
。
門
限
を
決
め
て
、
キ
チ

ン

と
守
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
0

2

〈計
画
性
〉

一

一

夏

休

み

怠

ら

で

は

の

一

一
目
標
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
一

夏
休
み
は
、
子
供
が
時
間
や
物

事
の
計
画
性
を
養
う
絶
好
の
機
会

で
す
。

前
も

っ
て
夏
休
み
中
の
計

画
表
を
作
ら
せ
、

そ
れ
を
キ
チ
ン

と
実
行
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

λ
ノ

認古
川
内

v

、

/
 

若い農業後継者

年金の 1年間の受取額

(60歳"'64歳の経曽移譲年金額です〉

40年間納付二約178万円 30年間納付二約134万円 20年間納付二約89万円

農業委員会、お近くの農協申込み・問合せ先



(4) りむ

見いに ~さクイて わろ活 管 日
ま直 中 頼最れ | ヂ「それんをさを長
たさでる近まルアわのまな目ん 「 崎
、れ手機はす 」 弁がーす行指の健 県
地 てづ会 、 。が当家つ。 事し健民で
域いくが外 実コのと が 康のは
にまり多食 施ンアし 行い詰旦ぉ
根 す 弁
? 。当 毎月第1日曜日は ζ と月

、制第

す よ hb喝......-::::ゴ1 t"I-:i 家定 1
ば、 さ /よ宮~市ヶジ 1M I 庭し日
らが 句-'1é~ Iりの凹 生、曜
す※ あし

。事 “わが家のアイデア弁当" 2い
南 を募集します そふ
紙
は 応応 部 い応アかこさ
保(大 募 8 募 ③② 門 ま募イしれと
健 宮 守 ・ 月 期 老中 すをデた ら 料
所③保 問 10限 入学① 。おア「を理
に 2 健 合 日 用生幼 待弁わ上。
あ 1 所 せ 体) 用児 ち当が手も
り 9 先 用し 」 家に多
ま 3 てのの生く
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仁川建康教育講演会
肺
ヵf
ん

-
胃
が
ん
に
つ
い
て

講
師

大
村
市
医
師
会

南
野
内
科
消
化
器
科
医
院

院

長

南

野

健

先

生

ワ
月
お
日
側

午
後

1
時
初
分
j

3
時

福
祉
セ
ン
タ
ー

※ 

「
精
霊
流
し
」

は
決
め
ら
れ
た
場
所
ヘ

乳幼児発達相談

妊婦教室(3) 市役所

1 i霧6か月児健康診査
コミュニテ ィセンター ⑧13 : 00-13 : 30 

@昭和57年1月生まれ (56年8月-12月生まれで、

まだ受けていない人も受診して下さい)

@母子健康手帳

健康相談

(1:)1 @@5日(釦と同 じ

当香医

与那城医院 E③557 5 

原医院宮小路 1丁目 E①842 7 

妊婦教室w 市役所 13:00-16 : 00 
@乳幼児の環境と性格、家族計画

当番医

松尾医院玖島町 宮②44I 2 

楠木眼科束三城町 合② 271 1 

3歳児健康診査 コミ ュニティセンター

⑧ 9 : 30-10 : 00、13:00-13 : 30 

@昭和55年 2月生まれ (54年8月-55年 1月生まれ

で、まだ受けていない人も受診して下さい)

@母子健康手帳、問診表

1歳6か月児健康診査
コミュニティセンター @13 : 00-13 : 30 

@⑮19日(釘と同じ

松原出張所 13 : 30-15 : 00 

乳幼児発達相談

妊婦教室(1¥ 市役所

健康相談 福祉センター 13:00-15: 00 

@40歳以上 (主婦・自営業者など) @血圧測定

当番医

大薗内科松並 1丁目 E④5546 

後藤産婦人科西大村本町宮② 6015 

乳幼児健康相談 竹松出張所

(円 9 : 30-11 : 00 @ 0 -6か月の乳児
@7か月以上の乳児

9 : 00-11 : 00 

13 : 00-16 : 00 

市役所17日

(水)

(創

19日

⑤ 9 : 30まで

13 : 00-16 : 00 

@0-4か月の乳児

@乳幼児

安産教室 市役所 9 : 00-11 : 00 

⑮母子健康手帳、ズボン

一般健康相談 市役所

乳幼児健康相談

保健所 9 : 30-10 : 00 

1日

)
 

口
Hハ(
 

2日

伏)

問診表、わチさんの繭ブラシ

13 : 00-15 : 00 

9 : 00-11 : 00 市役所3日

13 : 30-15 : 00 

乳児健康相談

保健所 9 : 30-10 : 00 

妊婦教室(2'

@妊婦中の栄養、妊婦体操ほか

当番医

田川小児医院

福祉センター

池田新町

19日13:30-16:00 (~() 

(釦

8日

5日

(詳
し
く
は、

8
月

1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

30日

(火)

@5-7か月の乳児

市役所13: 00 -16 : 00 

9日

伏)

10日

(水)

31日

(水)

東本町 宮②4000

E①835 5 桝本医院大川田町

乳幼児健康相談

萱瀬出張所 9 : 30-11 : 00 

16日

@乳幼児(火)

@...内容⑮・・・持ってくるもの⑧・・・受付

00-18 : 00 

@..・対象者

9 当番医の診療時間

略号の説明
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※
心
配
ご
と
相
談
所

(
毎
週
月
躍
・
水
曜

福
祉
の
ひ
る
服

|福祉医療費1

E自問[8us
富山巴す

り

大
新
し
く
該
当
す
る
人

おおむ市政だより(5) 

手
続
き
に
持
っ
て
く
る
も
の

O
健
康
保
険
者
証

O
健
康
手
帳
(
受
給
者
証
)

O
印
鑑

大
支
給
内
容
が
蛮
わ
る
人

昭
和
田
年
8
月
1
日
か
ら

心
身
障
害

O
外
来
月
四

O
O円
を
控
除
し
た

金
額

寡

婦
O
外
来
月
四

O
O円
を
控
除
し
た

金
額

O
入
院
1
日
三

O
O円
2
か
月
間

限
度
を
控
除
し
た
金
額

午
前
9
時
1
午
後
3
時

総
A 
口

福

髭警 (

ン
タ

{
重
度
嘩
害
者
日
常
生
活
用
具

一

ー
火
災

警
報
器
な
ど
を
追
加

ー

L
F
r
未
婚
の
女
子

(単
婦
)

.
w
ん
Jυ

さ々
o
入
院
1
日
三

O
O
円
2
か
月
間

同
ほ
為
炉

Lι

~限
度
を
控
除
し
た
金
額

-

S
ウ
山

、一

寡

男

f

L

O
外
来
月
四

O
O円
を
控
除
し
た

金
額

。
入
院
1
日一二

O
O円
2
か
月
間

限
度
を
控
除
し
た
金
額

※
乳
幼
児
、
母
子
の
子
、
母
に
つ

い
て
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

現
物
給
付
の
場
合
は
、
医
療
機

関
窓
口
で

一
部
負
担
金
を
支
払

っ
て
下
さ
い
。

重
度
障
害
の
人
に
対
し
、
日
常

生
活
用
具
の
給
付
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
新
た
に
火
災
警
報
器
な

ど
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

。
品
名
お
よ
び
該
当
す
る
人

火
災
警
報
器
・
自
動
消
火
器

療
育
手
帳
A

1
・
A
2
、
身
体

障
害
者
手
帳
1

・
2
級
を
持
っ

て
い
る
人
(
火
災
発
生
の
感
知
、

避
難
が
著
し
く
困
難
な
人
の
み

の
世
帯
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る

世
帯
)

特
殊
原
器

下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
1

級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
(
常
時
介
護
を
要
す

る
人
に
限
り
ま
す
)

j るな家 ・・圃圃歯菌蝿量麓盟国圃園圃圃圃圃圃.圃圃圃圃圃圃圃圃・・圃・・・・

j庭 。いを中冨・E盟圃睡置歯園箇置河哩・・・・・・・・・・・・・圃園・・・・ l 
jに 上訪立壁画歯開園臨空調・・・・・・・圃圃圃圃圃 λ 

円 品れ何園開Eお・E ・E・-ム盟国-感動圃圃団長E ・E ・-・E・E明・・ フ1て 香と三 MM  __  u.ar  .. ~~ ________  • 一 一一-

hみり、ん
jる が何(
jと 漂と 82
j 、 つ も歳
カ てい )

jシ くえの

i 立春ピ 2
j壬件ソ、嵐広
jきる花蘭 6 .一一一一一一三±竺竺竺竺竺竺 i 附ダ ダ

iたとはが年函圃園田画面画面 浮い都〆 端お中

iiヵ;t岡田園量戸:w 22E， 
j付 以りけ盤霊置・圃圃置圏圃圃置櫨盤幽盤去 rミ I両ナー
j f 主長主塵竃冨園田園圃圃圃臨彊醸 三郎ハ」努
;た 咲きと量盟国圃圏掴圃園間盤醸 長さ ノノ rrrI:~
~-，山話かりよーい物んらき 教根けよ細たねんれす干の ん岡終
j仙のすらな。日ではどしで若え実るういまるにま。あが l出~ ~ 
j人上中逃つ庭中す、登く 、いて強こにもなと Jせ人香良 乞三 -- v 
j L Z村れてを、ねひっかよ頃くくと注のしソ根ん間りか 竹菌 ぬ
さま世眺庭 。 って近くかれやで意でよ梅付ょにはつ I...J盲 Iriλ

同んんすのめを今そいく山らたるすし、う雨ぷ U は自た 松岡 (奴)
jにびをね中る眺でりまのに高 。こねて赤に期せと 、然の J之 、てy
j見 り見。のとめは咲す 山登忠 と 。木んでにる話とので ふ//
市え暮てとせ、て、く 。はつ植 でとに坊き、コすう芸し げl"T
jてらい淡わ ゆい朝の E、て物 すに巻をる根ツ中て術よ 町 り
きする々しつまかが山ほいが γ かき扱だがを村い品う ¥云
jち えとさくすらい植とた好 と《付うけい尋さ作で有 l 

年

も

。美

、E・
1
1
v
 

昭
和
田
年
4
月
1
日
か
ら

老
人
保
健
法
の
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
た
人
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
1

・
2
級
、
療
育
手
帳
A
I

A
2
を
持

っ
て
い
る
人
。

支
給
さ
れ
る
医
療
費

老
人
保
健
法
に
よ
る
入
院
の
一

部
負
担
金
を
支
払
っ
た
時
の
負

担
金
金
額

手
続
き
受
給
資
格
の
認
定
が
必
要
で
す

の
で
福
祉
課
に
お
出
か
け
下
さ
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秋
は
稲
刈
り
が
待
っ
て
る
ぞ
(
鬼

三
城
小
)

6
年
生
川
人
が
学
校
の
近
く
で
田
植
え
を
行
い
ま
一

し
た
q

こ
れ
か
ら
草
取
り
な
ど
も
自
分
達
で
や
り、

制
収
の
稲
刈
り
の
後
は
お
に
ぎ
り
な
ど
を
作
り

1
年
生
一

か
ら
6
年
生
ま
で
皆
ん
な
で
楽
し
む
予
定
で
す
。

(
丈
夫
に
育
つ
と
い
い
ネ
Y

;

¥

‘一一ー わたしもボランティア(Ys市役所)一一一一一一一一一一、

鈴田の里学園の入所者の皆さんから「お年寄りの人に
使って」と手づくりのつえ50本の寄贈がありました。山:
から切り取った、かしの木を伺日ちかけてペーパーで研 :
きあげたすばらしいものです。さっそく 日小浜おおむら
荘、、に置き、宿泊のお年寄りに大変喜ばれています。一一J

安全を願って「キャンプ場開きJ(冗 野岳湖〉 企

地元の人達を始め、関係者が集りキャンブ揚聞きが j
行われました。野岳湖キャンブ揚は、県内でも代表的!
なキャンブ揚で、県内外から多くのキャンパーで、に i
ぎあいます。一一一 一一一一一一一一一ー …

教室名 期 間 場 所 対象・定員 申込方法など

8 月 1 日 ~ 7 日
市営アーチェリ ー場

中学生~一 般 受講料 無料
アーチェリ 一教室 毎日 、 午後 1 時~4 時

(市民プール横) 15人
申込期限 7月30日凶

※弓具は準備します 申込方法直接、体育課
へおいで下さ

8 月 2 日 ~31 日
市武道館

小学生~一般 い。電話、ハ

銃 剣 道教室 毎週火 ・金曜と31日
鈴田小体育館

(初J心者) ガキでの申し

午後 5 時30分~7 時30分 20人 込みは受け付
けません。

8 月 2 日 ~23 日
小学5・6年生

※傷害保険加入金(320円)
小学生卓球教室 毎週火 ・木・土曜 市民体育館

30人
を申し込みの時いただ

午後 2 時~4 時 きます。

※
町
名
・
番
地
が
変
っ
た
ら
電
報
電
話
局
ヘ
届
出
を
し
て
下
さ
い

(
大
村
電
報
電
話
局

合
③
0
0
0
0
)



※
大
村
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ミ
「
ユ
一
一
一
ア
イ

セ
ン
タ
ー

宮
④

3
1
6
1

り

要
休
み

親
と
子
の
料
理
教
室

日
時

8
月
日
日
同

午
後
1
時
1

4
時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員

小
学
6
年
生
と
親
却
組

受
講
料

1
組
五
百
円

講
話

清
水
文
子
先
生

受
付

7
月
却
日
附

1
2
日
樹

申
込
・
問
合
せ
先

学
校
教
育
課

おおむ市政だより

子
ど
も
い
け
花
教
室

建耳 に
7 間礼 い
月 儀け
29 作花
日 法の
(錫 に知
1 ごっ識
8 いや
月て t支
19 .学術
日 びと
(剣 ' まと
すも

(7) 

僕
ら
の
夢
を

乗
せ
て
行
く

毎
週
月

・
金
曜

午
前
山
時

1
正
午

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員

小
学
5
年
生

1
中
学
生
却
人

受
講
料

一
一
千
円
(
教
材
費
)

講
師

楠

本

美

智
子
先
生

受
付
開
始

7
月
凶
日
同

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

家

庭

料

理

教

室

調
理
技
術
の
習
得
と
栄
養
知
識
、

図
書
の
紹
介

市

立

図

書

館

宮
②

2
4
5
7

お
母
さ
ん
子
供
を
本
好

き
に
す
る
た
め
に
、
幼
児
期
に

絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ
う

⑨
主
な
図
書

い
な
い
い
な
い
ば
あ
(
松
谷
み

よ
子
)
か
ば
く
ん
(
山
芹
田
衿

子
)
ね
な
い
こ
だ
れ
だ
(
せ

な
け
い
こ
)
は
け
た
よ
は
け

た
(
神
沢
利
子
)
は
ら
。へ
こ

あ
お
む
し
(
エ
リ
ッ
ク

・
カ

|

t 

(み
ん
な
で
大
村
線
を
守
り
ま
し
ょ
う
)

ふ
る
さ
と
料
理

(大
村
寿
司
)

食
品
添
加
物
、

な
ど
を
学
び
ま
す

期
間8
月
3
日
凶

1
臼
年
3
月
乱
日

毎
月
第
1

・
3
水
曜

午
後
1
時
却
分

1
3時
却
分

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員

成

人

話

人

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師

柳
原
淳
先
生

受
付
開
始

7
月
国
日
凶

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ル
)
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
の
み
ず

あ
そ
び
(
わ
か
や
ま
け
ん
)

ま
い
ご
に
な

っ
た
ぞ
う
(
寺
村

輝
夫
)
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ

ん
(
か
こ
さ
と
し
)
も
り
た

ろ
う
さ
ん
の
じ
ど
う
し
ゃ
(
大

石
真
)
か
い
じ
ゅ
た
ち
の
い

る
と
こ
ろ
(
セ
ン
ダ
y
ク
)

ラ
ブ
・
グ
ル

サ
ー
ク
ル
な
ど
の

員

募

軟
式
庭
球

木
曜
日
ク
ラ
ブ

練
習
日
毎
週
木
曜
午
前
日
時

1
正
午

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象

市
テ
ニ
ス
教
室
修
了
者
、

経
験
者

申
込
・
問
合
せ
先

市
軟
式
庭
球
協
会
事
務
局

(宮
③
4
6
4
0
)

お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
(
堀
内

誠
二
は
じ
め
て
の
お
こ
づ

か
い
(
生
源
寺
美
子
)

小
さ

な
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
(。フ
リ

ヨ
イ
セ
ン
)
ね
し
ょ
ん
べ
ん

も
の
が
た
り
(
椋
鳩
十
)
先

生
の
?
っ
し
ん
ぼ
(
宮
川
ひ
ろ
)

な
が
い
な
が

い
ペ
ン
ギ
ン
の
話

(
い
ぬ
い
と
み
こ
)
た
ろ
う

の
お
で
か
け
{
村
山
桂
子
)

こ
の
ほ
か
、
図
書
館
に
は
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
が
楽
し
め
る

絵
本
ま
で
、
た
く
さ
ん
揃
え
て

い
ま
す
。

い
し
ぶ
み

・

1
碍
a
r
p
行
ず
れ
ず
⑧
」

一
円借
間
示
石
u

目
印
し
だ
け
で
な
く
一

一

農

民

の

生

活

に

直

結

一

一

二
ハ

O
四
年
(
慶
長

9
年
)

一

中

毒
が
五
街
道
(
東
海
道
、
中

問

¥

〈

i

一

十
中
垣
、
日
光
道
、
奥
羽
漬

甲

ご
ご
~
一
¥
、

/
/
k
mレ
一

一
山
州
道
)
に

一
里
塚
を
お
き
、
道

¥

》

ご

む

¥
L

一

一
程
を
測
っ
た
。
幕
藩
体
制
の
整

¥
之
、
¥

J

一
万
透
け
い
叫
一

一
備
が
す
す
み
参
勤
交
代
制
度
に

、
ム
ご
小
一
/
/
¥
・

ι
一

一
よ
っ
て
藩
境
、
宿
揚
な
ど
に
標

三
タ
/
J
l
l・-L

一

一
木
を
建
て
旅
人
達
の
便
宜
を
図

/ケ

μ凶
白
b
f川
州

，

一

ご
っ
た
。

・
1

一

一

文
禄
初
期
頃
か
ら
、
重
要
な
箇
所
に
は
石
柱
(
楕
示
石
)
に
建

一

一
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
だ
が
、
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
藩
境

一

一
楕
示
で
あ
る
。
農
民
の
生
活
に
重
要
な
薪
や
、
牛
馬
の
枚
草
取
り

一

一
が
藩
境
を
侵
レ
た
、
慢
さ
ぬ
で
争
い
が
あ
っ
て
い
た
。
二
位
に
し

一

三
亡由
↑菜
、
が
抜
か
れ
藩
境
、
か
変
っ
て
い
た
と
い
っ
た
事
件
も
あ
る
。

一

一

一
八

O
八
年
(
文
化
五
年
)
大
村
藩
領
戸
町
村
と
幕
府
領
茂
木

一

一
村
の
農
民
が
枚
草
の
採
取
で
争
う
と
い
う
事
件
、
か
あ
り
、
明
治
に

一

一
入

る

ま

で

、

騒

一

一
比
一
一
一
一
議
議
論

瞳

d
、一

一
い
ざ
こ
ざ
、
か
睡

E
E臨
醗
醐
醇
底
降
陸
底
底
膨
臨
欝
醗
離
選
時
二

一一

絶
え
な
か
っ
祖
霊
週
覇
塑
醤
遭
遇
週
週
遭
遇
遣
軍
酒
週
書
類
事
一

一
こ
J

フ。
ん
毛
主
冶
摂
取
委
長
会
会
社
長

v
?

で
ー
と
し
て
、
議
一
吟
、

JY護
ふ
乙剣町、一ム勘
定丙
一
d
l
J
A
-
-1J
叫¥

一

写
真
の
境

i
機
鯵
槻
一
ふ
れ一吟
idh
滋
繰
越
騒
縁
部
顧
一

王

は

「
東

議

(

伊

一一

家

認

識

閤

一

一
斗

草

旦

加

領

真

崎

被

繍

一

ぶ

;ト

y
:川派手
、
一

一村
西
大

島
¥
一
議
長

E
E
F

プ
忍
眼
今
村
」
紬
週
週
間

司

ぺ

・
・
・
圃
圃
即
曙
光
趣
二

一
弱
ま
れ
て

¥
¥
¥
61
一
憲
通
費
空
警

13
刊
一

一

J

髭
J
¥ヂ
摂

川

Y
J
三
五一
一一
j
J
Vしめそ
一

一

Lb

議
輔
織
品
一
一
「
fh

了

。
?

一
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払
下
げ
条
件

。
町
内
会
、
各
種
団
体
単
位
(
個

人
に
は
払
下
げ
ま
せ
ん
)

O
精
霊
船
と
し
て
利
用
し
て
下
さ

料
金

無
料

申
込
期
限

7
月
泊
日
樹

申
込
・
問
合
せ
先

生
活
環
境
課
公
害
係

※
申
請
書
は
生
活
環
境
課
、
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。

ブゴ…一一句
~1J 21 
の虫
自子宝
叙苧写

室包 Z
霊sj

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
語
り

継
ぐ
体
験
記

・
記
録
を
募
集
し
ま

す
。
内
容

心
の
ふ
れ
あ
い
に
関
し
て

次
の
内
容
を
盛
り
こ
ん
だ
も
の

で
題
名
は
自
由
で
す

O
家
庭
や
郷
土
の
歴
史、

伝
統
、

行
事
な
ど

O
個
人
と
し
て
、
特
に
感
銘
を
受

け
た
人
の
生
き
方
、
逸
話
な
ど

O
そ
の
ほ
か
、
特
に
子
供
た
ち
に

語
り
継
ぎ
た
い
こ
と

字
数制
字
詰
原
稿
用
紙
3
1
5
枚

応
募
期
限

凶
月
却
日
出

応
募
方
法

1
人
1
編
、
作
品
に
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
撃
未
を
書
い
て

下
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

県
教
育
委
員
会
総
務
課
(
干
制

長
崎
市
江
戸
町

2
!
日、

宮
長

崎
@
1
1
1
1
)

入
選
発
表

来
年
1
月
下
旬
(
予
定
)

県
美
術
展
作
品
募
集

部
門

日
本
画
、
洋
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
工
芸
、
写
真
、
書
、
彫
塑

出
品
点
数

1
部
門
1
人
2
点
以
内

出
品
料
-
点
二
千
円
(
掌
生
は
千
円
)

受
付

8
月
1
日
開
i
n
日
出

作
品
搬
入

8
月
む
日
同

i
n
日
岡

県
展
事
務
局

へ

※
四
日
樹
、
加
日
出
正
午
ま
で

に
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
へ
持
参
の
分
は
一
括
搬
入

し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

県
展
事
務
局
(
長
崎
市
立
山
町

県
美
術
博
物
館
内
、

宮
長
崎
⑮

6
3
4
1
)
、
社
会
教
育
課

pr 

自
衛
官
(
学
生
)
募
集

①

航

空

学

生

資
格

高
卒
(
見
込
)
で
加
歳
未

満
の
人

受
付8
月
1
日
開
1
9
月
払
日
出

試
験

(
一
次
)
叩
月
3
日
同

試
験
場

大
村
駐
屯
地

①

一

般

曹

候

構

学

生

資
格

高
卒
(
見
込
)

で
況
歳
未

満
の
人

受
付

試
験 8
月

一日
次(月)

10 9 
月月
10 30 
日日
(月)樹

試
験
場

大
村
商
工
会
議
所

①

申

込

・
問

合

せ

先

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

②
6
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